
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

  

 

 

                                                                           

 

 

 

 

② 各チームで、テーマの課題と解決策のアイデアを出し合い、付箋に記入し 

ボードに貼ります。 

③ テーブルセッション(テーブルごとの発表)で、チーム同士の意見交換を行います。 

Ibaraki prefectural Mito technical high school, Department of information Technology 

水 
茨城県立 

戸工業高等学校 情報技術科 

サイバーセキュリティ関連の課題は、種類も多く沢山のニュースがあるが、一つ一つ解決方法を考えていけば、 

有効な手段が多いことも気付くことができた。 

専門的な課題に対して、チーム内で意見を出し合ったり、

アイデアを組み合わせたりする経験をすることができて、と

ても楽しかった。 どのテーマも世界的な課題でしたが、突き詰めていく

と、実は身近なところの取り組みが課題解決につながる

可能性がある、ということが分かりました。 

茨城県立ＩＴ短大 専任講師  高橋俊英さん 

Ｇ７茨城水戸内務・安全担当大臣会合 
2023 年 12 月 8日㈮～10日㈰ 

会場：水戸市民会館 

いばらき P-TECH とは、「茨城県」、「一般社団法人茨城県経営者協会」、「日本アイ・ビー・エム株式 

会社」が連携して行う「生涯にわたって社会で活躍する IT 人財の育成をめざす取組み」です。 

情報技術科１年生を対象に、いばらきＰ－ＴＥＣＨ「ＮＩＥ＆アイデアソン」を実施しました。 

〈９月活動報告〉 

「ＡＩ時代の安全・安心を目指して」をテーマに、新聞やデジタル情報

から社会の課題を見出し、チームで解決策を検討する『アイデアソン』

に取り組みました。 

情報収集において、アナログとデジタルを組み合わ

せて行うことで、情報の信憑性や信頼性について経験

することができました。 

生
徒
感
想 

① 検討するテーマに関係する 

記事を整理します。 


